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�� MÖの所jÜな�文?m容の文£で「×q」MÖに

|目するのかß 
 
「×q」とは、文UÎりのnIでは人の「Ú」をr

すが、名¾�O1を�す�mとして�いられている。Þ

�i（1��7）がrwしたよ	に、×qとは/人が社会で

+らかの成�を%
ることによってlられる社会¨O1

�6qをrす（Þ� 2010� p.21）。 
中i人の「×q」に関する議論は、1�)�tに�文

?との`²がÇむ中で¯�人の関�を集めTめた。-�

>/のB教|で�る.mit@（1��4）は、「×q」とい	

¶³»2が中i人の多�のÔ要な�OをÀ�Ïになると

rwした（.mit@� 1��4� p.7）。�た、中iの学者による

「×q」についての¶及も³られる。ÝÍ（1�34）は

「×q」を「中i��の¡Ô」と評した（Ý� 1�34� 
p.130）。vÆ9（1�35）は、「×q、ÈJ、Z」を中i

をg配する「三つの<�」とし（v� 1�35� p.1��）、中i

人は「×q」のために生
ていると主Lしている（v� 
1�35� p.204）。 
/%のよ	に、「×q」は中i人の�^生�において

|めてÔ要なd:を�たしているとい	のは¶	�でも

ない。そのため、「×q」の文?が���付いている中

i社会においては、中i人が»iの文?¨環境に生�れ

ながらに�っているからこそ、»らの��¨・行?¨�

gをn¿しないEº�がÜいと¶�よ	。 
しかし、中i人が»i/Vのiに�?したÕ、eら

の「×q」に\するn¿とその行?が�間とともにどの

よ	にm?するのかは、��y�する価�の�るMÖで

�る。"ulla@orn ら（1�63）は、��者は�の社会で身

につけた価�µ�d:�fをもとに行?するが、iしい

社会�1� ではその予測��fがÎ�しな�なるEº

�をrwしている（"ulla@orn� %. /.� � "ulla@orn� %. E.� 
1�63� p.34）。 
こ	した¯|から、この;Aセ1において中i人の

「×q」に\するn¿�Z践がどのよ	にm?するかを

検討するn­が³�て�る。すなわち、»文?の要¦で

�る「×q」が、�文?とい	iたな環境の中でいかに

VÊと·�し、その;Aセ1でいかに[構´されてい�

のかを�らかにすることは、��者の文?m容のZoを

�Àする%でÔ要なÂ�となる。Îに¶��、「×q」

を文?m容のÂ±から�Àしなけれ�、�?前��?初

��中�/Îにわたる�Ô¨m?の:28を\�ること

はNÑで�る。すなわち、「×q」をÙ¨な文?��と

して¼»し、�なる状況で°;�\6�[ÀÍを²て生

�る[構´を³¨とすことになる。 
したがって、文?m容の文£において「×q」がい

かにm容し、そのm容のZoがどのよ	なもので�るの

か、さらに「×q」のどの0×がmわり、どの0×がm

わらないのか、そして:2としてどのよ	なÇ$が³ら

れるのかとい	¾Öが�かび%がって�る。 
 
�� 9行研究の整� 
 
��� 文?m容の研究Ü
���� 文?m容�論を中�に 
文?m容の定­については、�なる文?をZつ集5

が�`¨かつ�ª¨に`²することで、い�れか、�た

は+yの集5の�
の文?¨な8�ーBにm?が生�る

�Àをrす（-ed>ield� 'inton� � #ersCoNits� 1�36� p.14�）。
文?m容はもともと集5@"?の�Àとして研究されて


たが、�jでは/人@"?の�Àとしてもe�»¿さ

れており、「��¨文?m容」（"raNes� 1�67� p.337）とK

�れでいる（Berry� 1��2� p.70）。集5¨@"?と/人¨

@"?における文?m容研究のt©�はO 1 で�されて

いる。/人¨@"?では、��¨文?m容は「行?のm

?」と「文?m容1ト@1」に<Ûされ（Berry� 1��2� 
pp.6�	71）、�た、文?m容の}¨¨な³�で�るÑj

には主に「��¨Ñj」と「社会文?¨Ñj」の 2©Û
が�る（Berry� 1��2� p.77）。 
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" 1� 2�&+研究の6C
 

出;ÜBerry� %.2. �1��2� Acculturation and adaptation in a 
neO society� International migration�30� p.�1.よりK�（筆者

Ä） 
 
�た、文?m容の研究で|目されているのは、Berry

が提1した文?m容!�?で�る。この!�?では、文

?m容はm容者のof、すなわち「文?¨-��B��

����Oを�Zすることに価�が�ると®�るか」と

「他の�?ー;との関係を�Zすることに価�が�ると

®�るか」とい	 2 つのÂM!のMªにR
いて、「�

合（integration）」「<Ø（separation）」「I?
（assimilation）」「HÌ?（marginaliRation）」の 4 つの�

�;に<Ûされる（Berry� 1��7� p.�）。この 2 つのÂMに

\するÓsは、Berry が定­する 4 つの「文?m容1ト

=��ー」、すなわち「I?」、「�合」、「<Ø」、「HÌ

?」にもつながる。/&のO 2 に�すÎりで�る。 

 
" �� �8�
�る2�&+��� 

出;ÜBerry� %. 2.� 1��7� Immigration� acculturation� and 
adaptation� Applied psyc@ology� 46(1)� p.10.よりK�（筆者

Ä） 
 
前Ãのよ	に、/人が他文?に�?すると、「��¨

文?m容」を²Ùし、「行?のm?」と「文?m容1ト

@1」とい	 2 つのm?が生�る。「行?のm?」は、

iしい文?を学�とい	行�と、�の文?の�Oをi{

するとい	 2 つの�なる�Àからなり、これら 2 つの;

Aセ1には·�が生�ることも�る（Berry� 1��2� pp.73	
74）。「行?のm?」には、「文?の学·」（�ultural 
'earning）、「文?のi{」（�ulture .@edding）、「文?の

·�」（�ulture �on>lict）とい	 3 つのÊ<が�るとされ

ている（Berry� 1��2� p.�3）。「行?のm?」に0い「文?

m容1ト@1」が発生する。文?m容の;Aセ1におけ

る1ト@1には、m容者に��¨・身2¨な�RMÖを

K
起こすF定¨な0×と、m容者にiたな�会をもた

らす�|¨な0×の*yが�るとされている（Berry� 
2005� p.70�）。 
文?m容の}¨¨な³�は「Ñj」となる。「Ñj」

（adaption）とは、/人�集5がVÊの要�に\6する

ために生�る�較¨A定したm?をrす（Berry� 2003� 
p.32）。42¨には、Berry（1��7）は、「多�のm容者に

とって$定�間が²つとiしい文?に�る�fのÑjが

³られることが$¥¨で�るが、そのÑjは�
な要1

によって多�なcをEることが�る」とÃ�、I?��

合の1ト=��ーをu�し、主流社会がm容者に\して

b容¨なofを�す場合、「Ñ合f」がÜ�ることが�

るのに\し、<Ø�HÌ?の状況に�る場合、Ñ合がÉ

成され�、集5が\ !ー�にÖり、文?m容1ト@1

���¨なMÖがK
起こされることも�るとrwして

いる（Berry� 1��7� p.2��）。このよ	に、Ñjはi�しも

=�しい³�をnI��に、�の³�にもÉの³�にも

なりlる（Berry� 2003� p.32）。�た、Ñjは「��¨Ñ

j」（Psyc@ological Adaptation）と「社会文?¨Ñj」

（.ociocultural Adaptation）とい	,つの0×が�り、�

�¨Ñjは主に/人の��¨・身2¨�Rに関わり、社

会文?¨Ñjはiしい文?環境において�^生�を®�

するº<をrす（Berry� 2005� p.70�）。 
�本の学�においても、Berry の文?m容�論にR


�Z¹研究がい�つか³られている。4��、J%・�

«（1��7）は、¦学生の来� 1c目における文?m容o

fと��¨�Rとの関Æを、3��で調査し、�合¨o

fが��¨�Rに}も¼いiÒを(�ることを�した

（J%・�«� 1��7� pp.2��	304）。�た、Æ・¤中

（2020）はj�中i人ÜfVi人� � 名を\Àに、文?

m容1ト=��ーと,文?!のofを<�し、 場と¨

生�で�本文?と中i文?を,い<けていることを�ら

かにした（Æ・¤中� 2020� pp.51	52）。中本（2021）は、

�本��にG したu・uB-�-出身の�¦学生 4 名

を\Àに、»{Z�fと�本社会の�文?b容<を追É

し、 >%の»{"<感が社会¨b容のÔ要要¦で�

り、�B�ーのWjが»{Z�に=(することを�した

（中本� 2021� pp.23	34）。 
しかし、これらのZ¹研究ではBerry�論が&�?さ

れがちで�り、文?m容を「�合」「I?」など�­な

/��>ーに<ける$yで、;Aセ1のÁ合¨0×がB
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<に®pされていない。�た、これらの9行研究では

「�合」1ト=��ーが�mÂされる�Jがbい。しか

し、「�合」が本hに}Lの文?m容coで�るかは、

さらなる検討がi要で�る。 
Berry（1��7）は、I?��合1ト=��ーと主流社

会のb容¨ofの©�合わ�で「Ñ合f」がÜ�る$

y、<Ø�HÌ?の場合はÑ合がÑし�、1ト@1��

�¨MÖが生��すいとrwする（Berry� 1��7� p.2��）。
しかし筆者は、(1)I?・�合1ト=��ーのÓsが本

hに「Ñj」をnIするのか、(2)主流社会からのb容

だけでな�「»{b容」のµ�もÔ要ではないか、(3)
<Ø�HÌ?がi�しもF定¨とは限ら�、そのÓsを

$�に����!に評価で
るか、とい	 3�の¾Öを

rwしたい。 
さらに、g来の研究は主に文?m容of�1ト=�

�ーに��をhてているが、出身文?の/別要¦が文?

m容;Aセ1でど	m?するかを&�で<�した研究は

ほと�ど³hたらない。 
 
��� 中²文?の$要¦としての「×q」をめ�る�論

¨整� 
/%の文?m容研究の限�として、文?m容研究の

t©�に ®しつつ、出身文?における/別のÔ要な要

¦にª目してそのm容を<�した研究はほと�ど³られ

ない。「×q」は文?m容研究のt©�における出身文

?の$要¦として1¬
けられることから、ここでは

「×q」について�論¨に整�してお
たい。中²3の

学者たちは「×q」を�~の文?�Àとして\�、1�40
c代から中iの学¿�では��本4?研究がÇめられて

いる。 
中iにおける「×q」�mを}初に学¿¨に®[し

た­9n（1�44）は、「×」と「¯」とい	 2 つの¶³

で中i人の×qn¿を&別した。「×」は人生の成"�

»_、そしてO1J%をÔ�ることでlられる名6で�

り、/人の=<�«Qによって´かれた名¾をrし、V

Êの評価に.Wする。$y、「¯」はÒX¨評8にR


�社会¨5ÕをnIし、¿ZさをVることがÔÂされる

（­� 1�44� p.1）。­は、「¯」を8	と社会から@ し

「×」を�Zで
な�なるとÃ�ている（­� 1�44� 
p.14）。このよ	に、「¯」は「×」のR¢で�り、*者

は相互に関Æしながらも�なるR準に属していることが

�されている。 
ÎªR（1���）は­（1�44）の�論をRに、「×q」

を「社会¨×q」（社会から(�られるe»）と「ÒX

¨×q」（ÒX¨品�にR
�集5のEh）に<Ûした

（Î� 1���� pp.51	5�）。これにより、×qの社会¨0×と

ÒX¨0×がより�­になった。しかし、初�の×q�

論研究は、�教文?の�いiÒをbけたためか、×qと

/人のÒXとの関係をÏfにb調しており、ÒXを 身

のR¢とする�では中²文?の��に合»しているもの

の、'EÊ¨に「¯×」の¯Nを限定してし�	0×が

�ると¶�よ	。$y、×
m（1���）は「×q」を、

他者からの評価にR
�社会¨かつ状況.W¨な»{�

�ー�と定­し（×� 1���� p.110）、Ô要他者のWj�/

人の価�µが×qn¿に大
�iÒするとrwした

（×� 1���� p.111）。ただし、×は「¯」と「×q」を�

­に&別していない�がS8されている（©� 2010� 
p.77）。�た、H¨�・+~晖（1��2）は、×qを「他

者からlられる社会¨EC」�「Y3¨��ー�」と定

­し、×qの主µ¨0×とXµ¨0×の*­�をb調し

ている（H、+� 1��2� p.203）。 
©学�（1��5� 2010）は、×q研究において/人¨0

×と社会¨0×の&別を¿»しつつ、­（1�44）のよ	

にÒXの~�で「¯×」を&別するy�には限�が�る

とrwしている（©� 1��5� p.21�）。「¯」と「×q」は

ÒXと関係する場合も�れ�、しない場合も�り、ÒX

の~�をもって「¯×」を&別するのは�Zに(してい

ないとした（©� 2010� p.73）。©も�た、×（1���）と

H、+（1��2）の×q定­について、»<の定­と3Î

�を~していると評価しているものの、もし×（1���）
の定­を「¯」の定­とし、H、+（1��2）の定­を

「×q」の定­と1¬
けるなら�、「¯×」の含nを

より¨­に\�る	�でÔ要なn­をZつと主Lしてい

る（©� 2010� p.77）。 
©は、「¯」を他者の�fにj�る/人��ー�、

「×q」を他者評価と»{�fの$»を8~する��¨

;Aセ1とその³�と定­している（©� 2010� pp.�2	
�3）。�た、�Y文?と�Z文?の���;から、中i

人は「¯」よりも「×q」をÔÂする�Jがb�り、

「¯×」はIÂ�から�Â�!とm?しているとÃ�て

いる（©� 1��5� p.225）。つ�り、「¯」と「×q」はi

�しも$»��、×qのÆª¨なR準として中i社会の

中で多�?していることが�らかになった。 
�文?文£での×q研究について、4��t¤

（1��3� 1���）は、中i人と�本人の「×q（ ��

1）」�mのÐい�、それが�ミ"��ー�#Bに(�

るiÒ、中i人学生と�本人学生の間における「×q」

の»¿と×qをUつための�ミ"��ー�#B・1ト=

��ーのÐいなどを研究している。しかし、t¤の研究

はm定された状況に\する-B�ートで行われているた
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め、Mª者のZ2ÙにR
いたものとは限ら�、�ー�

の��を\�
れないとい	限�もrwで
よ	。 
他y、×J�（2020）は、j¥中i人¦学生を\À

とした研究で、eらが�文?環境でも×qの�ZをÔÂ

し、�`¨な\ をÊける行?�Jが³られるとÃ�て

いる（×� 2020� pp.14�	161）。たと��、-�>/人の

「Y¨<別」に\し、中i人¦学生は相�が人間関係を

ÁÂし、×qを�Àしていないと感�ることが多い

（×� 2020� pp.152	155）。しかし、j�中i人¦学生に関

する関Æ研究は、®³の限り³hたらないよ	で�る。 
�た、~¥の/人主­文?と��て、中i��本と

いったu-�-Åiには集5主­�\人調/などの文?

¨3Î�が³られる。(arCus と&itayama（1��1）は

「»{」の�りyについて、~¥の「� ¨»{µ」

と、中�を中�とするu-�-の「相互.W¨»{µ」

を\�し、u-�-社会では集5主­�関係調/がÔÂ

されていると論�た（(arCus � &itayama� 1��1� pp.225	
22�）。 
したがって、�本とい	中iと3Î��相Ð�をZ

つ�文?環境において、j�中i人¦学生の×qn¿�

それにR
�行?がどのよ	にm容し、どのよ	な�»

�を�すのかについては、さらなるµ[と検討が�めら

れると¶�る。 
 
�� 本研究の¾ÖÜ文?m容;Aセ1におけるj�中i

人¦学生の「×q」1[構  ́
 
��� 目¨Ü「×q」[構´;Aセ1の<� 

'ysgaard（1�55）は「0 /ー!」�論を提1し、�文

?Ñjを初�・@��・MW�の 3 �Ôで\�、}初は

Ú調でも'�を²てÑjがÇむとした（'ysgaard� 1�55� 
pp.4�	51）。"ulla@orn ら（1�63）はこれを発[さ�、「2
/ー!」�論としてIi�の[ÑjもI�に�Ô¨にÇ

むことをrwした（"ulla@orn� %. /.� � "ulla@orn� %. E.� 
1�63� pp.3�	41）。これらの!�?から、¦学生の文?m

容;Aセ1は出来&によってdれ?
、�Ô¨かつ?¨

に発[してい�と®�られる。�た、この;Aセ1には

(��はな�、$定のÐJを0	（.ocial .cience 
-esearc@ �ouncil� 1�54� p.�74）。したがって、出身文?の

Ô要要¦で�る「×q」も、�文?環境で�Ô¨にm容

 
1 ここで¶	「×q」[構´には、「¯×」の*0×が

含�れている。中iÆの�^会´では「×q」とい	¶

³が}も$¥¨に,われており、「¯」を,った表�、

 @ー	、ことわ�なども多�Wjするが、o�は*者

のÐいをn¿することはÑしい。その42¨な構成�/

してい�Eº�がÜいと¶�る。 
前Ãした�文?文£での×q研究については、4�

�t¤（1��3� 1���）が中�間の×qn¿のÐいをÙ¨

に�較しているが、文?m容とい	?¨;Aセ1�42

¨な出来&に�れる×qを扱った研究はZない。�た、

×J�（2020）はj¥中i人¦学生の¯×µを論�てい

るが、j�中i人¦学生に関するI�の研究は³hたら

ないよ	で�る。 
そもそも、な�本研究では中i人¦学生を\Àに文

?m容における×qのMÖを研究するのか。×qが中²

文?の核�¨要¦として中i人の���行?�gにb�

iÒしているためで�る。中i人は生�れながらに×q

文?の中で育つため、»身の��¨・行?¨�Oを»´

しに�い。�た、�教文?が生�出す�m¨人�8と、

「lを�よりもÔ��る」とい	�Z文?の�Jが、×

qに��な価�µをもたらしている（©� 1��5� pp.221	
223）。 
したがって、本研究は文?m容研究のt©�（Berry� 

1��2� p.�1）に ®し、「×q」を中��mとしてf�な

がら、j�中i人¦学生の文?m容;Aセ1における�

Ô¨なm容にª目する。そして、その�Ô¨m容;Aセ

1の中で起こる42¨な出来&を�がかりに、「×q」

がどのよ	に[構´されてい�のかを<�することを目

¨とする。 
 
��� <�Â±Ü「¯×」構Åとそのm遷にR
�検討 
本研究は、­（1�44）らの×q�論をR�とし、そ

れを発[さ�た©（1��5、2010）の「¯×」�論を��

する。9行研究の検討から�らかになったよ	に、

「¯」と「×q」は�なる�mで�る$yで、*者はÆ

ª�をもつR準の*0×として\�られている。したが

って、j�中i人¦学生における「×q」[構´を<�

するには、「¯」と「×q」の*y、すなわち「¯×」

構Åとい	Â�からの<�が'Exで�る。 
「¯×」は»{と他者の相互3�の中でどのよ	に

�ºするのかについて、�斌（1��7）は「¯×」の»«

!�?を提�している。この!�?では、「¯×」に関

わる出来&�状況（刺激�1� ）、それをど	»¿し

8~するか（»«�1� ）、そして»«・感l・行?

としての*j（*j�1� ）とい	 3 �Ôが�る

�	 はし�し�³Ï�されがちで�る。しかし、×q

�論の研究者は、「¯」と「×q」の,われyをºし�

<�する中で、*者がZは�なるnI合いをZっている

ことを�らかにして
た。したがって、本稿では��て

「×q」[構´とい	表�を�いる。 
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（�� 1��7� pp.104�115）。O 3 に�している。�に、»

«�1� はh&者の主µ¨な状況ÀÍ�R準設定がÔ

要なd:を�たし、*jに大
�iÒする。$y、刺激

�1� はh&者の¬かれた社会¨環境として¯|¨に

�ºし、本人の�BトAー?がÑしいXµ¨要1と筆者

が®�ている。筆者は�（1��7）が提1した「¯×」»

«!�?もD�しながら、<�をÇめてい�。 

 
" �� �FR�のK=��� 

出;Ü�斌� 1��7� �中i人¨¯(×qÜ本4社会��

学y �� ²中|¯大学出�社� p.105.よりK�（筆者

Ä） 
 
��� y�Üj�中i人¦学生を\Àとする�B�:"

ー調査 
本研究では@構Å?�B�:"ー調査�を�いてい

る。本研究は、教育学ÊÖ等研究��委員会において�

�審査e»をbけている（e»�号Ü24	006）。研究\

À者は、1c/%の¦学²Ùが�るj�中i人¦学生と

している。筆者は中iの.).「_�書」で#集投稿を

出し、合計 16 名の\À者を#集することがで
た。�

B�:"ー\À者の�要は表 1 で�されている。調査�

間は 2024c 11��2025c 4�で�る。\À者は

.1�2�3��で表¸されている。¦学cxは 2025c 4��
での状況で�る。 
�B�:"ー調査におけるÂM項目の設定に�たっ

ては、「来�前」「来�初�」「来�中��j�」とい	

三つの��に<けて構成した。それ	れの��における

文?m容;Aセ1において、「×q」に\する»¿と²

Ùを中�にyることを目¨とし、「文?m容」と「×

q」を7りØしてM	ことは行わなかった。�B�:"

ー調査では、中iÆでÂMを行い、Mªも中iÆでlる

とい	cgをu�している。lられた文U起こし�ー�

は�本Æに¸Äした%で、本稿において,�している。

�B�:"ー調査でD集した�01ト�ー�について

は、筆者が½Æ¨に�ー��B�をし、内容<�を行っ

た。 
�B�:"ー調査は、調査\À者の;=�7�ーを

B<にUÇし、調査の²{をÑ7に½�した	�でZz

している。これらの調査について人�および= をUÇ

するために、D集された資料��ー�は研究<��にの

�,�し、'Ñ7なY表を行わないことをhaしてい

る。�た、執筆�?が¨+したÕには、す�ての�ー�

は/人�P� と0.B�!>から�Ïされ、lQが�~

しないよ	にしている。 

 
表 1 インタビュー調査対象者の概要 

 
�� j�中i人¦学生の×qn¿における � つの��の

m遷Ü「他者評価」中�から「»{b容」中�!の

�Ô¨m容 
 
��� 来�前のj�中i人¦学生における×qn¿のc

成Ü他者評価�他人Â�にR
いたof�行? 
この¤では、中i人¦学生が�本!来る/前、中i

でどのよ	に×qn¿がc成されていたかを�B�:"

ー�ー�を交�て<�する。 
中i社会において成«�º<といった/人の成�は

×qのÔ要なR準となっていた。.2 はÜ��代の2Ù

として、「�1トの成«が出た�とに、:員のÚ1表が

¯り出されていた。そのと
、��ながÚ1を³に集�

る場×が�った�もしÚ1が大
�&がって、それを)

Éに³られたら、す��×qが たないと感�ていた」

とÆった。�た.15 は「}初は成«が¼かったのに、

だ�だ�¨ちてい�と、»然とHりの人たちとのÈØが

で
る」とÃ�ており、成«のm?によって�V感を感

�ていた。さらに、「成«がLいと?来�ともな生�が

対象者 学年 留学年数
S1 学部3年 2年半
S2 学部4年 7年（語学学校→⼤学4年修了、2025年3⽉卒業）
S3 修⼠1年 1年半（語学学校→2025年4⽉より修⼠1年）

S4 修⼠1年
2年半（2023年に交換留学で1年間来⽇→2024年6⽉に
⼤学卒業→語学学校→2025年4⽉より修⼠1年）

S5 修⼠1年
1年半（2023年9⽉に研究⽣として来⽇→2025年4⽉現
在修⼠1年）

S6 修⼠2年 1年半

S7 修⼠1年
6年（語学学校→⼤学4年修了→2025年4⽉現在修⼠1
年）

S8 博⼠2年 1年半

S9 博⼠1年
7年（語学学校→⼤学4年修了→修⼠2年修了→2025年
4⽉現在博⼠1年）

S10 修⼠1年 2年（語学学校→2025年4⽉より修⼠1年）
S11 修⼠1年 1年半（研究⽣1年間→2025年4⽉現在修⼠1年）
S12 博⼠4年 13年（2012年来⽇→2025年3⽉博⼠修了）

S13 博⼠1年
2年半（語学学校→修⼠2年修了→2025年4⽉より博⼠
1年）

S14 修⼠1年
2年半（2022年9⽉に2+2プログラムで来⽇→半年の別
科→⼤学3年に編⼊→2025年3⽉卒業→2025年4⽉より
修⼠1年）

S15 学部4年 7年（2018年⾼校1年→2025年3⽉卒業）

S16 修⼠2年
7年（語学学校→⼤学4年修了→2025年4⽉現在修⼠2
年）

－ 31 －



 

 

で
ない」とい	社会¨価�µがb�、»{評価と他者

評価が��合い、�n¿の	ちにHりの人をR準にして

�較し、^に他人に³�ない'A�;@���ーを生�

出していた。 
他者評価が�`¨に»E�を�つける場×も�っ

た。4��.� は
ミで、»<では$生aJ準7したに

もかかわら�、「大�1に��ー�が��の B�たい

だ�と�では¶わなかったけど、とにか��ど�F定さ

れた�そのと
はÔ�を&りながらr
そ	になってい

た」とÃ�、=<に³合った評価がlられ�、×qが{

された²ÙがÆられた。.3 も�た、$生aJ#bした

ÄÙ準7にもかかわら�、)人から「お前は)2 な�て

bからない」とº<を�われたことをÆり、他者からの

評価が��¨にb�iÒしたことを�している。 
$yで、»{�fをÉ成した�には»{¡定感がÜ�

り、×qが�ることをよりZ感で
た。.14 は学生©�

の�?をÎ�、「�って�たらnVとで
る�だなって

kったし、�»<もこ	い	の、ち��と�れる�だ

な�ってk�たのが$�大
かった�$�は、»<で»

<を»められたことだとk	」とÆった。�た、¦学�

2学Î�lといった出来&によって、「»<、いい生�

してるなってk�て、他人に´すと
も»5をZてる」

（.14）と感�ていた。 
集5�人間関係の中では、他者評価にR
いてof

�行?を調整する�Jが�った。4��.12 は、「)É

に=かれたい、6われた�ないとい	�Zちがb�て、

»<からす���をÁっていた」とÃ�、人間関係の調

/が»{評価�×qの�ZにiÒしていたことを�し

た。.5 も、ctのªQの集�りで成«が�較され、「»

<の×qはものす���つ�と感�ていた�Ic代のª

Qの目が$��になった」とÆり、Yj間でのb�¨な

�較が×qに(�るiÒを�らかにしている。 
V³�*À®�も×qn¿と;`に関Æしていた。

.10 は 場で「��ながどこの!=B�の7��をZっ

ているか�V³から�る�付>価��で、»<の価�が

�る�f��るよ	に感�ていた」とÆり、!=B�品

をÎ�て»{の価�をÜめよ	としていた。.3 も�た

「)Éがiしい7��"（71��ト�ー?�"ー	）

を®ったら、»<もiしいのを®いた�なった」とÃ

�、V³によるI調5<をb調している。 
さらに、YA�OP文?のiÒもbかった。.1 は

「»<は<u出身で、Ú&のと
はR本¨に�:お�

り�がoÎだった�おÎがな�てもTっていた」とÆ

り、OP¨な文?¨¯|が行?にiÒしていた。.13 も

�た、「_さいÕからbけていた教育は、�³lをLる�

と�ではいかないけど、Zな�とも人前ではち��とし

て³�るi要が�った」とÃ�、YA環境によるiÒを

�している。 
/%のよ	に、来�前のj�中i人¦学生の×qn

¿は、/人のº<�成�に\する評価だけでな�、人間

関係、V³®�、文?¨¯|といった多�な要¦が��

合い、来�前にc成されていたことが�らかになった。 
 
��� 来�初�のj�中i人¦学生における×qn¿の

ZoÜ文?m容1ト@1および行?のm?を�が

かりに 
この¤では、来�初�のj�中i人¦学生が感�た

「K�かしさ!のb感さ」を中�に、文?m容1ト@1

とそれに0	行?のm?を、�B�:"ー\À者のÆり

をもとに<�する。 
��、\À者が}も多�w
た感lは「K�かし

さ」で�った。.14 は�B:�で_Éを�ら�いたÕに

「Hりの目も�るし、:然1�ート��なかったし�す

���しÄなかった」とÆり、HN!の»\�»<の行

?が他人Â�にさらされること!の'Aが¯|に�るこ

とがわかる。 
このよ	な「K�かしさ!のb感さ」は、��「�

本での生�!の'Oれ」から生�ていた。4��.14
は、71の�りyがわから�ÈÀ�に|nされ、「その

と
はす�����かった」とÆった。>�て、「�本

Æº<の'¾」も×qn¿にiÒを(�ていた。.2 は

s�で「口�ミ」を「A�ミ」と間Ð�て発Øし、「す

��K�かし�て、�も	このs�に出た�ない�とk

った」とÃ�た。さらに.10 は�B:�の中i人@員

から「¦学で来たのに、な�で�本Æがで
ないのß」

と�われ、「×qが{れた」とb�感�ていた。 
これらの文?m容1ト@1に�×した¦学生たち

は、主に「文?¨��」とい	行?をEっている。.12
は「�本人の行?をµ[して¥�していた」、.3 も�た

「ÆにXってはÆにg�」とÃ�、iしい環境!のÑj

をÄ�ていた。この文?¨��の行?は文?m容を�Ç

する$yで、X:にI調し
れない場合には$定の��

¨Étも0っていた。4��.11 は、「i要が�ると


はで
るだけ�本の?ー?にgって行?する�i要のな

い場×では、で
るだけ関わらないよ	にしている。」

とÆり、Ós¨な��行?をEっていることが�らかに

なった。 
/%の<�から、来�初�のj�中i人¦学生にお

ける×qn¿は、�文?環境でのK�かしさ!のb感さ

を¶に、�本での生�!の'Oれ��本Æº<の'¾と
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いった要1がÁÓに��合いながらc成されていること

が�された。そして、こ	した文?m容1ト@1に\6

する��として、多�の¦学生が「文?¨��」を中�

としたxËな行?m?をÓsしていたことが�らかにな

った。 
 
��� 来�中���jにおけるj�中i人¦学生の×q

n¿の多`¨m?Ü»{b容をめ�る×qn¿の

H¥?を中�に、�<関係を¶とした×qÔÂと

の併W 
多�の\À者は¦学生�を「1UP」の;Aセ1とし

て\�ている。初�のiÞさから低»�を²て、次第に

A定して
たとÆった。この「1UP」の文?m容;A

セ1は、&なる/
人の²ÙにË�で
るものではな

�、j�中i人¦学生が�文?環境でm容してい�%

で、$定の構Å¨i然�を0	;Aセ1で�ると®�ら

れる。 
A定�にXると、»{b容の×qn¿がH¥?し、

「Vi人で�る»<」とい	 場を¡定¨に\�るよ	

になる。「今はも	O0�なったから、間Ð�たら間Ð

�たで.yない」（.11）。「	ー�、��、�本人社会

にも	��りwけÌも	とはkわな�なった�それでB

<だと感�るよ	になった」（.12）。さらに、i要な場

合だけ�本の?ー?にg	Ós¨なÑjも³られる。

「�本のR本¨な?ー?をVるとい	前提で、中i人と

しての»<らしさをUつ」（.5）。 
K�かしさ!のb感さも低&し、8jをbけXれる

ofがc成された。.5 が
ミで«らないことを»然に

ÂMするよ	になったよ	に、次第に8j!のJれをÏ

!に�にしな�なり、�りの��の»{をbけXれTめ

た。「K�かしい²Ùが多す�ると��K�に\する*

jがだ�だ�È�なる感�だ」（.10）とい	Æりも、

eらが8jを»{b容の;�として\��したことを表

している。 
I�に、»<らしい行?�xËな»{調整も³られ

るよ	になった。.� は「¶³がわからな�ても、��

った場×では定Pの @ー	をだ�だ�´�るよ	にな

った」とÆり、¦Æ�Z�¨な�本Æを��しTめ、

.4 も「X:に合わ�るのは��だとkっている。»<

の$Êは�してお
たい」として、»<なりの�りyで

Ñjしていけ�いいとkっている。.). の投稿もv

り、「でも今は、»<が	���っているってことを、

»<がわかっていれ�いいとk	よ	になった」

（.13）といったよ	に、e»o�からもF
にÀiさ

れている。 

×qに関わるkいy»2も「他者�f」といった

「=他¨」な�Jから「»{成Ð」といった「={¨」

な�J!�行した。.12 は「×qをZててでも成Ðした

いとい	�Zちのyがbい」とÆり、.1 も「�計なト

=!?を生�ないために�Zし頭を&
たり�そのyが

いいとk	」と、Z�¨なÓsをEるよ	になってい

る。 
こ	した»{b容は他者からのgc�>容さにもg

�られていた。4��r^教員からの ¶、「わからな

いことが�ったら¹いていい�だよ。それはK�かしい

こと��ない」（.11）�、�本人の)人からの42¨

なgc（.14）といった²Ùが»{b容を�めた。 
このよ	に、j�中i人¦学生の×qn¿は来�中

�から�jにかけて多`¨にm?していることが�らか

になり、»{b容をめ�る×qn¿がH¥?している?

が�かび%がった。 
»{b容のÏ�で×qn¿が¥れてい�とい	0×

が�る$y、�<関係を¶とした場×では、.然として

×qÔÂも�られる。「%1者との�<関係」では、r

^教員との関係において×qがb�n¿されている。4

��.� は、教sとの関係で「教sの�;にg	?$を

Eる」とÃ�、場のÐN�をUつため表×¨にgÚなo

fをEることをb調した。 
次に、Y¨場×での×qÔÂでは、d所�大学での

�ª
などの場で、ミ1��ナーÐ*がないよ	RÔに

なる?$が�らかになった。.14 は、「�これち��と?

ー?に合ってるかな�とか、�提出する書Ûにミ1がな

いかな�とか、そ	い	のはけっこ	�にする」とÆっ

た。 
}jに、中i人としての集5×qでは、/人の行?

が中i人:2の��ー�にiÒすると®�る\À者もい

た。.4 は、「�本人は$人の中i人を³て、その*Àを

中i人:2にÔ�てし�	ことが�る」とÃ�た。 
/%のことから、�<関係を¶とした×qÔÂは、

%1者�Y¨場×、さらには»<が所属するi�の集5

といった多�な場×において�­に�れていることが<

かった。 
 
�� 「他者評価」中�から「»{b容」中�!の「×

q」[構´の社会学¨®[Ü「¯×」構ÅのÂ�か

ら 
 
��� 来�前Ü^に$»を�めるI調P「¯×」構Å 
��、/人º<�成�の0×について、�B�:"

ー\À者のÆりを¿��ると、主なVÊからの社会¨刺
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激には、成«�専ÖYによる評価といったV¨な評価R

準、/人の=<が他者からF定・¡定される²Ù、そし

て/人º<が他者によって�われたり»められたりする

ことなどがw
られる。 
h&者によるVÊの社会¨刺激の»«;Aセ1、す

なわち「状況のÀÍ」と「R準の設定」の�Ôにおいて

は、4��成«Ú1とい	V¨な評価R準を前に»<の

成«が¼�ない場合、.15 がÆるよ	に「}初は成«が

¼かったのに、だ�だ�¨ちてい�と、»然とHりの人

たちとのÈØがで
る」とい	"等感�、.2 の「それ

を)Éに³られたら、す��×qが たないと感�てい

た」とい	'A感が生�る。つ�り、他のI��V¨な

評価R準で評価される他者がZÕに�較してこな�て

も、h&者»身がそ	したVÊ刺激を�»にÀÍし、他

者が»<と�較しているのではないかと�定すること

で、"等感�'A感といったl�*jが生�れているの

で�る。さらに、ZÕに他者からF定�¡定が�った場

合には、こ	したl�*jはよりb��れる。4��、

.� は»<の=<の成�がr^教員からCし�S8され

た²Ùに\し、「»<は間ÐっていないのにIられた」

とい	»<の=<とVÊ評価の'$»を感�、「¸かっ

た」「r
そ	」といった¨�のl�*jを�してい

る。これらはい�れも、/人��ー�としての「¯」と

VÊ評価としての「×q」との間に、Ïれた、�るいは

×j¨な	@�'$»が生�たことによるもので�り、

Îに、/人º<�成�が他者から¡定された場合には、

こ	した����!なl�*jではな�、
���!な

感lが生�れる。すなわち、この��のh&者たちは

「¯」と「×q」の$»�をb�n¿し、その$»のZ

�を�めていることが�らかになる。 
I�に、このよ	な「¯」と「×q」の$»をめ�

るMÖは、I±生集5�ªQ間での�較にも³てEれ

る。4��.5 は、Ü�$��に他のI±生が.). で»

<のÇ´を3~する中で、»<だけD>で
なかったこ

とで"等感をYいたとÆった。ここでは、他者からのV

Ê刺激によってZÕにはWjしない「�V感」が生�れ

ており、それは»<の「¯」が�の評価としての「×

q」をlられないのではないかとい	内×¨な'A、つ

�り「¯」と「×q」の'$»!のamで�ると¶�よ

	。�た、ªQなどÄい人間関係の場で、.7 が「おと

なし�ないってLい*ÀをZたれるのが6だった」とし

てªQの前で�っと「おとなしいq」を¡�ていた��

3ー�にも、「¯」と「×q」の'$»をJれるn¿が

表れている。 
さらに、V³�*À®�の×でもI�の�Jが³ら

れる。.13 は 場でHりの|目を集めるために!=B�

品で»<をÜったり、他人からの×�&をÊけるために

³lをLったとÆった。�た、.1�.3 は)人の目を�

にして³l�¨なV³�º�?をしたり、.6 は)人の

¨¨感´に合わ�てs©をÓ�だとÃ�ている。これら

は、�|¨に»<の「¯」を調整することで�の評価と

しての「×q」をlよ	とする行?で�り、VÊ評価に

合わ�て»<の「¯」を3り%
ることで、VÊ�fに

j�る「×q」をn¿している、すなわち「¯」と「×

q」の$»をb�PJしていると¶�る。 
�た、YA�出身Oといった文?¨iÒについても

I�で�る。4��、.1 は出身Oの文?¨iÒにより

:1りがhたり前だと感�ていたり、.13 はYA文?の

iÒで「Zな�とも人前ではち��として³�る」こと

が大7だと®�ている。こ	した社会¨¯|とい	VÊ

の社会¨刺激をh&者はbけXれ、»らの行?R準とし

て内×?しており、ここにもVÊからの�の評価に合わ

�て»<を¡出する「¯」の3り%
が³てEれる。 
 総�て、これらの\À者たちの²Ùからは、「¯」と

「×q」とい	,Ôの;Aセ1が来�前の»{n¿�行

?の�aに�り、*者は�して� したものではな�、

社会¨状況の中で相互に3�し合	構Åをc成している

ことが�Lされる。すなわち、「¯」は社会¨�fにj

�て3り%
られるV¨��ー�で�り、「×q」はそ

の��ー�が他者評価とどのよ	に³びつ�かによっ

て、��¨なª«を生�さ�るもので�る。とりわけ、

「¯」と「×q」がともに$»しては�めて「¯×$

2」となり、h&者本人が「×qが�る」とZ感で
る

ので�る。 
このよ	に、「^に$»が�められる¯×構Å」に\

して、\À者たちの来�前に関するÆりを¿��ると、

筆者はこの��の「¯×」構Åを「I調P」とK�る�

Oが�ると®�ている。すなわち、I調¨なR準にÑ合

しよ	とするPJがb�、「¯」の3り%
と「×q」

の�lが、HNとの�較�$»�!のo�によって大


�iÒされている。このよ	な「I調」�Oについて

は、�（1��7）の議論をK�して½�することがで
よ

	。�（1��7）は、「¯×」»«!�?の	ち、»«�

1� における「状況のÀÍ」について<�する中で、

人はそれ	れ�なるため、I�状況に\するÀÍもさ�

��で�るが、I�文?¨¯|に�る人
の場合、社会

¨状況のÀÍにおいては、むし�3Î�のyが相Ð�よ

りも多いだ�	とrwしている（�� 1��7� p.107）。�
た、「R準の設定」についても、�（1��7）は/人によ

って「¯」と「×q」のR準は�なるが、中i文?の�
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�の&では、そのÐいも大]ないとしている（�� 1��7� 
p.10�）。このよ	に®�ると、»{と他者がI$の文?

規¯にR
いて行?している場合、/人の主2�に由来

する]�よりも、文?規¯が/人に付(する3Î�のy

が×著で�ると¶�よ	。 
これらの「I調Pの¯×*j」は、h&者が¯×&

*�¯×状況、さらには社会¨¯|といったVÊからの

社会¨刺激に\して、これに合わ�るcで»«のÓsを

行い、その»«Ósに合わ�た*jを�すことで、�x

に¯×lQの �ー�7��がÇ行していることを$定

�f�している。/%のよ	に、j�中i人¦学生の来

�前の「¯×」構Åは、^に（「¯」と「×q」との）

$»が�められるI調P「¯×」構Åで�ると¶�よ

	。/&のO 4 に�されている。 

 
� � �調��"*��(+ 者��, 

 
��� 来�初�Ü$»を�め�るを�ない�文?文£&

の»{U:P「¯×」構Å 
来�初�の��においても、j�中i人¦学生の×

qn¿の中には.然として「他者評価」�「他人Â�」

がb�3�しており、来�前にc成されていた「他者評

価」と「»{�f」との$»によって「×qが�る」と

Z感するとい	、^に$»が�められる「¯×」構Åが

K
ª
�ºしていることが	かが�る。 
しかし、この��に³られる「¯×」構Åは、来�

前のよ	な「I調P」の「¯×」構Åとは�なり、h&

者が¬かれている�文?環境はeらにとって未«で�

り、HNの人
がZつ文?規¯と、»{がこれ�での文

?環境で身につけて
た文?規¯とは:��なるもので

�る。 
�B�:"ー\À者たちのÆりから�らかになった

×著な�Oの$つは、来�初�における「K�かしさ!

のb感さ」で�る。つ�り、来�初�の中i人¦学生

は、他人が集�る場での�細な8jによって»<がHり

とÐ	Wjとして目 ってし�	ことに\して、K�か

しさ����さを感�ていたことで�る。 
この「K�かしさ」は&なる/人¨な感lにとど�

ら�、»<の行?が他者に»\をかけたのではないかと

い	配p�、»<の¶?が中i人:2の��ー�にLi

Òを(�るのではないかとい	;@���ーも含�れて

おり、さらには他人からど	³られているか、評価され

ているか!のbいn¿から生�ていた。と�に、他人が

集�る場で»<だけがHNとÐ	Wjとして目 ってし

�	こと�、他者からのLnの配pさ�も»<を�別Â

することとしてÉtに感�る�Jが�った。 
それは&なる「�本での生�!の'Oれ」に起1す

るだけでな�、「�本Æº<の'¾」によるiÒも大


い。このよ	な状況においては、�文?環境の中で»{

��ー�としてnO¨に構´された「¯」と、その��

ー�に\する�文?の他者からの評価、すなわち「×

q」との間に、し�し�'$»とい	ª«が生�てい

た。4��、.2 がÆったよ	に、もし中iで¶Æミ1

をしてもそこ�で*jしないが、�本ではち�っとした

間ÐいでもK�かしい�Zちがb�なるといった発¶か

らも、�本社会とい	iしい環境では、�細な8jで�

っても大
なK�かしさにつながることが	かが�る。

それは、�たかも中iが「Yのよ	な�間」で�るのに

\し、�本は「Vの)�」で�るかのよ	な感´のÐい

を*jしている。すなわち、この��においては、iた

な文?環境に�行したことにより、VÊからの社会¨刺

激、すなわち「¯×&*」、「¯×状況」、「社会¨¯|」

（O 3D�）にも大
なm?が生�ている。そのため、

こ	した社会¨刺激は$`×著に3�することになる。

j�中i人¦学生は、これらの社会¨刺激をbけXれ、

それ	れが�»に状況のÀÍを行	が、�本での生�!

の'Oれ�、�本Æº<の'¾から、初��Ô�~のR

準を設定し、他者（�るいは来�前の»<»身）との8

~・�較を行	。その³�として、K�かしさ!のb感

さなどのl�*jが生��す�なるので�る。 
こ	した文?m容1ト@1によるK�かしさ!のb

感さに\jし、�た�O社会によりよ�Ñjするため

に、\À者たちは行?のm?をし、いわ�る「文?¨�

�」を行っていた。4��、.16 が「�本にØu�たか

ったし、tÏされた�なかったから、もっと´したいと

kっていた。だから}初は��だった」とÆっているよ

	に、$Êのj�中i人¦学生は�本社会にbけXれら

れたい、tÏされた�ないとい	bいnoから、�|¨

にHNの�本人の行?を��していた。�た、.5 の

「»<の行?が�本人の文?¨な�fに*していない

か、す���にしていた」とい	Æりからも、/人の行
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?が�O社会の文?¨�fにÑ合しているかど	かを^

にn¿していたことが	かが�る。$yで、す�ての場

×で�r*に��するわけではない。4��、.11 はÛ

�会のよ	なi要のない場×については、「で
るだけ

（Û�会のよ	な場×を）関わらないよ	にしている」

とÃ�ており、.10 も「生�も#bも�本でしている/

%、X:に（»<が関わりた�ない場×を）Êけること

はで
ない」とÆっている。つ�り、�文?環境の中で

j�中i人¦学生は、場×�とに��するかど	かをÓ

sし、�に:Aしたりしていたと¶�よ	。 
これは、�文?環境の他者の�fにÑ合するよ	に

»らの「¯」を整�、より7=B1がEれた「×q」を

�lし�Zするための「.yない行?」で�ると¶�よ

	。つ�り、$yでは�本人の行?規¯に合わ�て「文

?¨��」を行い、�本人との~*¨な行?をする�J

が³られるが、他yで、こ	した「文?¨��」は��

�で�本でÐ�¨に生�して#bするとい	目¨がWj

している。 
したがって、この��のj�中i人¦学生にとっ

て、/人としての「¯」とVÊからの評価で�る「×

q」は、「$»を�め�るをlない」状況に¬かれてい

ると¶�る。この「$»を�め�るをlない」�Jは、

主2¨なI調とい	よりも、むし��文?環境からの5

<による「主2¨な�lのなさ」が大
な?1となって

いる。¶いv�れ�、こ	した文?m容1ト@1のÜい

環境の中において、h&者は»<を「U:」することを

}�9に®�るよ	になり、この「»{U:¨な行?」

は、K�かしさ�tÏの>1�から»<をVり、で
る

限りHNに目 た�にÑjしよ	とする行?で�り、Ó

s¹のZない中でEりlる�較¨に合�¨な1ト=��

ーで�ると®�られる。�た、「¯」と「×q」の	@

をn¿¨に}_?しよ	とするnoも、この��に\�

られるで��	。 
/%のよ	に、この��には、「¯」と「×q」の$

»を�|¨に�める主2¨な?$はU�り、むし��文

?環境における他者の�fに合わ�るため、�むを��

»{U:¨な目¨で*者の$»を�め�るをlない状況

に¬かれていると¶�よ	。筆者は、この��の「¯

×」構Åを、$»を�め�るを�ない�文?文£&の»

{U:P「¯×」構Åと1¬
ける。/&のO 5 に�し

ている。来�前の「¯×」構ÅのO 4 と�なり、「�文

?環境の他者!の»{U:¨ �ー�7��」と「�文

?環境からの×著な社会¨刺激」の間の¯×lQ �ー

�7��については、筆者は��かつ細い�で表�し

た。これは、この��の¯×構Åが「$»��るをlな

い」状況に¬かれている$yで、その¯jにはÐ/感�

主2¨な�lのx>がz�でいることをb調するnOが

�る。 

 
� � #�����"*��(+ 者��, 

 
��� 来�中���jÜ$»を�められ�主2�を&�

する» P「¯×」構Å 
来�中�から�jにかけての��におけるj�中i

人¦学生の「¯×」構Åを筆者は、$»を�められ�主

2�を&�する» Pの「¯×」構Åとして1¬
ける

ことがで
る。 
�B�:"ー\À者の²ÙにR
いて42¨にÃ�

ると、4��「Vi人で�る»<」とい	»{1¬
け

に関して、\À者たちは「Vに合わ�る」?$から「内

×を大7にする」?$!Àvしており、»<»身の�Z

ちをより大7にする�Jが³られた。つ�り、来�初�

のよ	に、�本社会において「文?¨��」のよ	な1

ト=��ーをEり、他者評価における「×q」と»{�

�ー�としての「¯」との$»を追�する状況から、こ

の��になると、»<がVi人で�ることを�|¨に»

め、「×q」、すなわち他者の評価���¨O1!のこだ

わりをUめるyJ!m?していることが	かが�る。�

た、この��にはK�かしさ!のb感さが低&し、�り

の��の»<をF
にbけXれるよ	になっている。4

��大学院XÄの'合�といった8jを²Ùした場合に

も、それをむし�»<»身を³�す
っかけと\�、x

Ëに»{調整をOったり、「等身大の»<」をbけXれ

たり、»<なりの�りyで\jしたりする?$が目 つ

よ	になった。さらに、+らかのMÖが発生したÕに

も、��»¤ではな�、MÖの原1を相�にI属さ�る

とい	「責任のVj?」も³られている。 
こ	した他者評価としての「×q」!のこだわりの

低&は、»{��ー�としての「¯」の3り%
にもi

Òを(�ている。つ�り、この��における»{��ー

�としての「¯」は、他人Â��他者評価をb�n¿し
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たり、他者の�fに合わ�たりすることがZな�なり、

むし�»<»身の感lをよりÔÂするよ	にm?してい

る。�た、\À者たちは「×q」に関わるkいy»2も

m?し、「他者�f」をÔÂする「=他¨」なyJか

ら、「»らの成Ð」をÔÂする「={¨」なyJ!Àv

し、×qと]lの関係をより�Ùに\�るよ	になり、

�に「×q」を「cg¨なもの」として扱	ことも�っ

た。このよ	なm?は、»<»身のZÕの状況にR
い

た「¯」の3り%
を�すとともに、他者の�fに合わ

�る「×q」をÁ�³るofを�している。 
/%のよ	なm?に3Îしているのは、他者評価と

しての「×q」が¡定¨で�れF定¨で�れ、»{��

ー�としての「¯」!のiÒが大
�低&しているとい

	�で�る。�た、»{��ー�としての「¯」の3り

%
�調整も、他者評価の「×q」に�別に合わ�るの

ではな�、「×q」のÀÍ�を»<»身にEりSしてい

る状況が	かが�る。 
「¯×」の»«!�?と�らし合わ�て®�ると、

こ	したm?は主に»«�1� と*j�1� におい

て×著に�れている。42¨には、»«�1� の「状

況のÀÍ」�「R準の設定」において、h&者が「他者

評価」中�から次第に「»{b容」中�にÀvしてい�

�がw
られる。*j�1� では、こ	した»«�1

� のm?が×qのl8に\する«´*jにiÒを(

�、他者評価としての「×q」を�にする�fが低&す

る。�た、l�*jとしてはK�かしさ!のb感さがv

Zし、行?*jとしても「»{のb容」�「xËな»{

調整」といった0×がよりÔÂされるよ	になってい

る。 
$yで、この��のÆりの中には、�<関係におけ

る×qをÔÂする�Jも³られた。4��、r^教員な

ど目%の%1者との関係において、\À者たちは^にそ

の�;にgったり、Y¨な場においてもRÔな行?をE

る�Jが�った。�た、中i人:2の��ー�とい	集

5×qをn¿する�qも³られた。こ	した、»{と目

%の 場に�る他者、»{とY¨な場、»{と所属する

i�の集5との関係において×qをÔÂする�Jを½�

するとすれ�、それは第$に、こ	した�<関係におい

て他者�集5との調/を�Zしながら»{��ー�とし

ての「¯」をRÔにUつことで、³�¨に»{= が]

なわれるのをÌ�ためだと®�られる。すなわち、»{

= をVるには、$定の7=B1のEれた調/関係をU

つことがi要で�る。 
第,に、こ	した行?は「Ô要他者」（signi>icant 

ot@ers）の評価をÔÂするn¿とも関Æしている。×

（1���）は×qの定­において「Ô要他者」とい	�m

をb調し、それが/人で�る場合も�れ�D�集5で�

る場合も�るとrwしている（×� 1���� p.111）。そし

て、「Ô要他者」はh&者の»E感lに\して��¨な

°�を(�るd:を�たし、その相\¨Ô要�によって

×qのl8感lの�fがq大したり¥_したりするとも

Ã�ている（×� 1���� p.111）。この 3©Ûの�<関係に

おける「Ô要他者」からの評価、すなわち「×q」は、

h&者にとって相\¨にÔ要で�るため、h&者は»{

��ー�としての「¯」を�|¨に調整し、「Ô要他

者」からの評価に�|¨にÑ合さ�ることになるので�

る。 
/%のよ	に、来�中�から�jにかけてのj�中

i人¦学生の「¯×」構Åは、来�前�来�初�とは�

なり、よりxËな»{��ー�のc成に�行していると

¶�よ	。他者評価としての「×q」!のこだわりは

F
に¥れ、»{の感l�ZÕの状況をÔÂする「¯」

の構´が目 つよ	になる$yで、�<関係の中の「Ô

要他者」においては、.然として「×q」をÔÂするR

Ôな?$が�っている。すなわち、�文?環境の中で»

{b容を�めながら、相��状況にj�て「×q」のn

I
け�»身の行?ÓsをxËに調整する「» P」の

「¯×」構Åがc成されつつ�ることが�らかになっ

た。/&のO 6 に�されている。筆者は、この��の

「¯×」構ÅのOにおいても、}%Êに「¯×lQ �

ー�7��」の��を�している。これは、「Ô要他

者」との間で¯×lQの �ー�7��が.然として�

ºしていることと、他者評価が/人の「¯」!+らかの

iÒを及
しªけているEº�を�Lしている。$y

で、この�Ôでは「¯」と「×q」との$»を�|¨に

�め�、むし�»{b容をÔÂすることで×qn¿がH

¥?する�Jが³られるため、Oの&Êには0�で「»

{b容」と「¯」との_さな?ー;をiたに>�てい

る。すなわち他者評価よりも»{b容を�9する;Aセ

1がb調されていることを�す。 

 
� � #���"*��(+ 者��, 
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/%のよ	に、j�中i人¦学生の「¯×」構Å

は、来�前、来�初�、来�中���jとい	 3 つの�

�において、^に$»を�めるI調P「¯×」構Åか

ら、$»を�め�るを�ない�文?文£&の»{U:P

「¯×」構Å、そして$»を�められ�主2�を�す»

 P「¯×」構Å!�Ô¨にm容していることが�らか

になった。�た、来�前�来�初�においては、j�中

i人¦学生の×qn¿には.然として他人Â��他者評

価が大
�iÒしており、×qに\するÀÍ�は主に他

者0に�った。しかし、来�中�/Îは、Ô要他者をÏ

いた$¥¨な他者からの社会¨刺激のiÒが低&し、他

者評価としての×qが����!で�れ
���!で�

れ、»{b容とい	文£の中でそれほどÔ要なものでは

な�なる�Jが³られるよ	になった。これに0い、×

qに\するÀÍ�も、他者から»<»身にMIしてい�

�Jが³られる。 
 
	 「他者評価」中�から「»{b容」中�!の「×

q」[構´の社会学¨®[Ü社会¨�較にR
�

「相\¨ 3感」のm? 
 
このよ	な»{と他者の相互3�の中で生�る「¯

×」構Åのm遷の¯jには、いかなる�`¨な社会��

¨�/�	 がWjするのだ�	か。第 6�では、「相

\¨ 3感」とい	Â�から<�をÄ�る。 
 
	�� 相\¨ 3感とは 
「相\¨ 3感」とは、/人�たは集5が、関Æす

るD�集5との�較をÎ�て»らが'=な 場に�ると

»¿し、その³�、Iり�'�、本来lられる�
だと

いったF定¨感lを生�る��¨�Àで�る（#eat@er %. 
.mit@� /@omas !. PettigreO� 2015� p.2）。-unciman（1�66）
は、相\¨ 3感をより`3¨に定­し、その成 には

/&の 4 つのr*がi要で�るとした。すなわち、①/

人が+らかのものをZっていない、②他者がそれをZっ

ていることを»¿している、�»<もそれをZつことを

�fしている、�その�fがZ�Eºだと®�ている、

とい	 4r*で�る（-unciman� 1�66� p.10）。このよ	

な感lは、「社会¨�較」の�`¨な³�で�るとされ

ている（~、³� 2016� p.440）。さらに、-unciman
（1�66）は、相\¨ 3感は���でも「感´」として

の 3で�り、相\¨に 3されたと感�る人が、i�

しも$¥¨なnIでXµ¨に+かをxいているとは限ら

ないとÃ�ており、�た、相\¨ 3感とは、こ	した

¨ 3感が、他者�集5との「m8%の�較」を含�で

いることをnIするとしている（-unciman� 1�66� 
p.10）。 
筆者は、この定­の中で�にÔ要なÊ<が 2��る

と®�ている。$つは「�較」、すなわち「社会¨�

較」で�る。!estinger（1�54）は初めて社会¨�較�論

を提1し、「Xµ¨かつÕ社会¨なR準が'¾している

場合、/人は他者のn³�º<と»<»身を�較するこ

とで、»身のn³�º<を評価しよ	とする」と定­し

た（!estinger� 1�54� p.11�）。�た、/人は»<と大
�

]�の�る他者を�較\Àとは��、ÑfなÈØの�る

他者をÓ�で�較を行	�Jが�るともÃ�ている

（!estinger� 1�54� p.120）。$yで、"il:ert ら（1��5）は

!estinger（1�54）の³yにS8をし、人
は^に»発¨

かつ»?¨に他者との�較を行	�Jが�り、たと�そ

の�較が論�¨にnIをZたない場合で�っても、�較

は�n¿の	ちに生�るとrwしている（"il:ert� D. /.� 
"iesler� -. B.� � (orris� &. A.� 1��5� pp.232	233）。さら

に、"il:ert らは、社会¨�較は��»?¨に発生し、

そのjに/人がn¿¨にその�較のiÒを_Mしたり6

�しよ	と=<するとい	「�較�6�」の�Ôが�る

としている（"il:ert 等� 1��5� p.234）。 
も	$つÔ要なのが「D�集5」とい	�mで�

る。-unciman（1�66）は、「D�集5」とはi�しも4

2¨な「集5」で�るi要はな�、�定の/人、�るい

はXÀ¨なµmで�る場合も�るとÃ�ている

（-unciman� 1�66� p.11）。�た、-unciman（1�66）は

「�較¨D�集5」と「規¯¨D�集5」とい	 2 つの

��;のÐいについて½�しており、「�較¨D�集

5」とは、/人が»身の状況�属�を�較する\Àとな

る集5のことで�り、「規¯¨D�集5」とは、/人が

行?�価�8~のR準をlるためにD�する集5で�る

（-unciman� 1�66� p.11）。そして、「�較¨D�集5」が

「»<もその人（集5）になりたい」とk	\Àで�る

場合、i�相\¨ 3感が生�るとされている。しか

し、その集5が&なる「規¯¨D�集5」にÏ�ない場

合は、i�しも相\¨ 3感が生�るとは限らない。つ

�り、「規¯¨D�集5」は、それが/人に'=な�較

をもたらす場合にの�相\¨ 3感をK
起こすので�

るとされている（-unciman� 1�66� p.12）。�た、相\¨

 3感の��;を&別するÕに、-unciman（1�66）は

「={P」相\¨ 3と「)]P」相\¨ 3のÐいに

ついても¶及している。これは、/人@"?で»<»身

の= に関して 3を感�る場合と、»<が所属する集

5の$員として、集5:2で 3感を3~する場合との

Ðいで�るとされている（-unciman� 1�66� p.34）。その
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jの研究では、これらはそれ	れ「/人¨相\¨ 3

感」と「集5¨相\¨ 3感」として$¥¨に&別され

ている（~、³� 2016� p.440）。 
D�集5との社会¨�較において、Å（2001）は、

�なる集5と�較することで�なる��¨感´が生�る

とÃ�ている（Å� 2001� p.72）。すなわち、&1の集5

と�較した場合には�¾感をl�すいが、%1の集5と

�較した場合には、=<!のnoとい	J%�が生�れ

ることも�れ�、8q感�相\¨ 3感が生�ることも

�るとされている（Å� 2001� p.72）。ここで筆者は、「%

1」�るいは「&1」の集5とは、i�しもO1だけを

rすものではな�、º<などにおいて�れている/人�

たは集5も含�れると®�る。 
¦学生、�文?Ñjと相\¨ 3感に関する研究に

ついては、®³の限り³hたらないよ	で�る。しか

し、中ii内の��人口の社会¨@eに関する研究か

ら、い�つかD®となるÂ�をlることがで
る。4�

�、×、L（2025）は、社会¨�較が中i�)Fにおけ

る��Üß者の社会¨@eに及
すiÒを検討し、社会

¨�較が��Üß者の社会¨@eに\してÉのiÒをZ

ち、その�/�	 として相\¨ 3感が4-"�を�

たしていることを�らかにした（×、L� 2025� pp.15	
26）。�た、Ã（2007）は、¹�工などの流X人口が�

O��をD�\ÀとするÕ、»身が社会¨O1�DXな

どの×で�らかな]�を»¿した場合、bい相\¨ 3

感を生��す�、この��状oが@�Oでの社会¨@e

;Aセ1をさらにÍ:する要1となるとrwしている

（Ã� 2007� p.57）。 
�ているよ	に、¦学生は��9社会においてZx

sで�り、相\¨にUい 場に¬かれた集5で�ると¶

�よ	。そのため、文?m容の;Aセ1において、相\

¨ 3感が�る�f、¦学生の文?m容ZoにiÒを及


していると®�られる。これから、相\¨ 3感のÂ

�から、j�中i人¦学生の「×q」[構´の²ÙをR

に®[してい�。 
 
	�� 来�前に³られるbい相\¨ 3感Ü「内集5」か

つ「�較¨」D�\ÀにR
�社会¨�較 
5.1 で来�前のj�中i人¦学生に³られるI調P

「¯×」構Åについて®[した。この�Ôにおいては、

他者評価�他人Â�!のbいn¿が�O¨な×qn¿と

して³られている。ここで¶	「他者」とは、筆者は

「内集5」のD�\À、すなわちh&者とI�集5に属

する他者で�ると1¬
ける。 
4��、/人º<�成�に関Æする成«に関するÆ

りとして、.15 は「}初は成«が¼かったのに、だ�だ

�¨ちてい�と、»然とHりの人たちとのÈØがで


る」とÆっている。�た、.12 は「	ちの�=1では、

学生を（成«をR準にして）+�Ôかに<けていて、»

<はその中の$�&の�?ー;にXっていた」とÆって

いる。このよ	に、I�成«評価R準の&で評価される

集5内において、他者よりも成«が"っていると感�た

h&者たちは、"等感を感�たり、.12 のよ	に�=1

の$�&の�?ー;に<Ûされたことで、^に�較と¨

�較の中に¬かれており、»<にとって相\¨に'=な

状況に�ると»«すると³てEれる。そのため、�る©

の相\¨ 3感が生�ていたと¶�る。 
さらに成«に関Æする42¨な4として、.5 の「Ü

®」（大学X学ÄÙ）の²Ùがw
られる。.5 は、「Z

<としてはB<だったのに、会®（Ü�$�ÄÙ）の�

いで第$Pqを¼した」とÃ�ているよ	に、»<には

B<なZ<が�ったにもかかわら�、そのcの大学XÄ

ではI�xの場合に「会®」の成«でÚ1が��るとい

	?ー?のために、第$Pqを¼し、HqしていたuÊ

のÇFの大学にÇ学で
なかったので�る。第$Pqの

uÊÇFの大学!のÇ学を¼したことで、.5 はHりの

I±生が.).%でÇ´を��-するのに�×しつつ、

「»<が�だ¯Êに�っていることを«っていながらそ

	い	ことを書�のがす��Mしかったし、×qもつ�

れたよ	な�がした」とÆっている。�mとする大学に

はÇ学で
なかったが、B<なZ<が�ると»»してい

た.5 は、HNの�較¨に�¾なÇ´を³て、»発¨に

�較し、"等感によるbい相\¨ 3感をYいたことが

<かる。 
V³�*À®�の²Ùからも、内集5の中の他者と

の�較によるbい相\¨ 3感をÅ�Eることがで


る。4��、.10 は来�前に中iの 場で1いていた

Õ、「中iにいたÕは、 場環境での他人との�較がす

���になっていた。42¨に¶��、��ながどこの

!=B�の7��をZっているかとか、どこの!=B�

のsをªているか�たいなとこ�」とÆっている。�

た、.13 も 場での�B�ーBのÕに、HNの|目を集

めたり、×�&をÊけたりするために、!=B�品を»

Xしたり、I2に1ったりするなどの行?をEってい

た。このよ	な!=B�品による»{をÜる行�は、相

\¨ 3感を/ら
、»<の¬かれる 場を'=から~

=にÀvするための1ト=��ーと®�られる。 
I�に、.1�.3 のÆりからもこの�Jが	かが�

る。.1 は「Îに»<のs©が����だったりする

と、×qが たないと感�ることも�った」とÃ�、�
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た、.3 は)人がiしいsを®っているのを³ると»<

も®いた�なり、»<だけ古いsをªていると、「な�

とな�@�OがL�感�た」とÃ�ている。さらに、

.6 は)人の¨¨感´に合わ�てs©をÓび、.� はHN

から»<のsをからかわれることをJれてUV¨なs©

をÓ�など、V³をÎ�て内集5の他者と�較し、»<

が'=な状況に�ることを»´した場合には、I調¨な

\j策をEる�Jが³られる。 
このよ	なV³�*À®�に関する²Ùは、内集5

の中の他者との社会¨�較によって相\¨ 3感が生�

�す�、その感lを�/するために、内集5の他者とI

調したs©�、eらの¨¨感´に合わ�るといった\j

策をEる�Jが	かが�る。これらは、すでに感�てい

る、�るいは今j感�るEº�の�る相\¨ 3感を�

/するための「I調P」1ト=��ーとして�ºしてい

ると®�られる。つ�り、ここには「�較�相\¨ 3

感�I調」とい	ÆÊ¨な;Aセ1がWjしていると¶

�よ	。 
ここで®¾してお
たいのは、9ほど相\¨ 3感

の定­を[りÅったÕに²れたよ	に、-unciman
（1�66）は「�較¨D�集5」と「規¯¨D�集5」と

い	Ðいについて½�している�で�る。-unciman
（1�66）によれ�、「�較¨D�集5」とは「»<もそ

の人になりたい」とk	\Àで�り、このよ	な\Àと

の�較ではi�相\¨ 3感が生�るとされている$

y、\Àが&なる「規¯¨D�集5」にÏ�ない場合、

i�しも相\¨ 3感が生�るとは限らない

（-unciman� 1�66� p.12）。/%に�
た²Ùにおいても

�らかなよ	に、内集5の他者との�較のÕには、し�

し�I調¨なof�1ト=��ーがEられていることが

	かが�る。-unciman（1�66）の½�にg��、こ	

したD�\Àは「�較¨D�\À」とK�ことがで
よ

	。したがって、来�前のj�中i人¦学生がYいてい

た相\¨ 3感については、「内集5」かつ「�較¨」

D�\ÀにR
�社会¨�較によって生�たbい相\¨

 3感で�ると�とめることがで
よ	。 
 
	�� 来�初�に³られる�文?文£&の相\¨ 3

感Ü「�較¨」および「規¯¨」D�\Àとしての

「V集5」との社会¨�較を中�に 
来�初�において、j�中i人¦学生が社会¨�較

の\Àとするのは主に�本社会の他者、すなわちV集5

の他者で�り、�に�本人が中�で�る。4.2 で<�し

た「K�かしさ!のb感さ」は、こ	した「�本での生

�の'Oれ」�「�本Æº<の'¾」から生�ている。

この「K�かしさ」は$¶で¶��「�Â感」に起1し

ていると¶�る。 
4��、.4 が=ー�B@の�.�の,いyが<から

な�てb\ったり、.6 がÄª室でÓを��?ー?を«

ら�にNったりする場×、.14 が71の料ÎのgTいy

�を«ら�「他の人をかなりfた�ち�ったとk	し、

nいでいる人もいただ�	し、な�か�しÄなかった」

とÆった場×などが�
られる。これらは$³すると文

??ー?!の�«によるミ1だが、I�に文??ー?を

�«している他者との�較のn¿がb�1いている。h

&者たちは、»<の'OれがHNに»\をかけること!

のK�かしさ�、	��行けている他者と�較すること

で»<の未�さ�8jをb�n¿する。このª«が「相

\¨ 3感」として�れていると®�られる。こ	した

K�かしさ����さといった����!なl�*j

は、むし��文?環境に	��Ñjしよ	とい	
��

�!なnOの¹Åし、「本来lる�
だ」とい	�fか

ら生�るもので�ると¶�よ	。そもそも、このよ	な

「相\¨ 3感」は、&なる����!なl�*jでは

な�、�文?環境にÑjしたいとい	
���!なnO

が�ってこそ生�るもので�る。もしh&者にÑjしよ

	とい	�fがなけれ�、そもそもÑjの成F»2がM

Öになら�、�較��較による相\¨ 3感も生�な

い。つ�り、社会¨�較をÎ�て感�られるK�かしさ

����さといった相\¨ 3感の¯jには、よりよ�

�文?にÑjしたい、他者のよ	に	���りたいとい

	前J
な?�がWjしていると¶�る。¶いv�れ

�、こ	した相\¨ 3感は、Ñj!の
���!なn

Oが�って初めて�れる�Àで�る。 
こ	した文?m容1ト@1に�×したÕ、j�中i

人¦学生の多�は「文?¨��」を1ト=��ーとして

Ósする�Jが³られる。4��、.12 は「そのÕの»

<は、�本人の行?をµ[して¥�していたとk	。と

にか�eらにwけÌ�たかった�だ」とÃ�、.16 も

「�本にØu�たかったし、tÏされた�なかったか

ら、もっと´したいとkっていた。だから}初は��だ

った」とÆっている。文?¨��は、来�初�に生�る

$�¨な相\¨ 3感を�/するための"�¨な��と

なっている。 
�た、.12 は文?¨��の?�について「h�の»<

は�本が大=
だったし、��本人になりたい�ってい

	�Zちが�った。だからそ	い	�りyが、»<をV

る��にもなっていたとk	」と½�し、.5 は「»<

の行?が�本人の文?¨な�fに*していないか、す�

��にしていた」とÆっている。$yで、.11 のよ	に
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「i要が�ると
はで
るだけ�本の?ー?にgって行

?するし、eらの�りyも��る。でも、i要のない場

×では、で
るだけ関わらないよ	にしている」とÃ�

る人もおり、文?¨��!のofには/人]が³られ

る。 
このよ	に、来�初�のj�中i人¦学生のD�集

5には、「�較¨D�\À」と「規¯¨D�\À」とい

	 2 つの��;が�Wしていることが³てEれる。.12
が文?¨��をÓsした¯|には「�本人になりたい」

とい	�Zちが�り、.5 は�本人の文?¨な�fに*

した�ないとい	�Zちも�った。これらの&4は、j

�中i人¦学生の$Êが社会¨�較による相\¨ 3感

を²Ùし、その³�「»<もその人になりたい」とい	

PJ（-unciman� 1�66� p.12）をZつよ	になったことを

�している。すなわち、V集5の他者を「�較¨D�\

À」として\�、»らもそのよ	なWjにな�	とする

�Jが³られる。 
$yで、他の$Êの¦学生は、社会¨�較の\Àを

「行?のR準をlるため」（-unciman� 1�66� p.12）の�

に�い、i要な場×での�文?¨��を行	ことで相\

¨ 3感を�/していた。¶いv�れ�、eらにとって

V集5の他者は「規¯¨D�\À」として�ºしてお

り、I$?をPJするのではな�、»身の行?8~のr

�として1¬
けられている。 
さらに、¶Æº<に関Æした��3ー�からもこの

�Jが³てEれる。4��.10 は来��j、ほと�ど

�本Æがで
なかったため、�B:�の中i人@員から

「¦学で来たのに、な�で�本Æがで
ないのß」と 2
MMい«められた²Ùが�った。}初は「�本に¦学し

に来たのに、な�で�本Æをち��と#bしていないの

か」と»<を¤�たが、,f目/Îはその@をÊけるよ

	になった。この&4は、}初は�較¨D�\Àとして

「»<もそのよ	になりたい」と×	が、�りÅされる

F定¨な�較により、�がて&に「行?R準」を提-す

るD�\Àにm?した4と¶�よ	。I�に.� も、来

�前は�本Æをほと�ど#b��、来�jにI�研究室

での中i人¦学生の�本Æº<がÂかにÜい状況で、}

初は「�っか�来た�だから�本Æ�らいはZしは学�

な
�」と»<に¾していたが、}¨¨には学�との*

 がÑし�、そのR準を­めた。このよ	に、�較¨D

�\Àから�較R準の�を提-する規¯¨D�\À!の

Àvがµ[される。 
/%のよ	に、来�初�のj�中i人¦学生は、�

本社会とい	�文?環境において、「�較¨」および

「規¯¨」D�\ÀとしてV集5の他者と社会¨�較を

行い、�文?でのm容初�に$�¨で�るがbい相\¨

 3感を²Ùしていたことが�らかになった。そして、

この相\¨ 3感の�れとしての「K�かしさ!のb感

さ」に\jするため、eらは「文?¨��」とい	1ト

=��ーをEり、相\¨ 3感が�る�f�/されてい

たと®�られる。つ�り、「�較�相\¨ 3感�文?

¨��」とい	ÆÊ¨な;Aセ1が主にµ[されたと¶

�よ	。その中、社会¨�較のD�\Àに\するofに

ついても、j�中i人¦学生»身の主2¨なm?�Jが

$Êに³られた。このよ	な主2¨なm?�Jは、来�

中�/Î、×著になりつつ�る。 
 
	�� 来�中���jに³られる相\¨ 3感の低&Ü

社会¨�較!の主2¨6�による»{b容感のJ

%を中�に 
この��における×著な�Oの$つは、j�中i人

¦学生における「Vi人で�る»<」とい	»{1¬


けが定ªしてい��で�る。これは、来�初�に³られ

た�O社会と�本人の文?¨�fに合わ�るとい	?$

から、»<と他者はÐ	とい	「]�」そのものをh然

Âし、その]�にこだわらない、��に合わ�ないof

!のÀvをnIしている。 
4��、.11 は「今はも	O0�なったから、間Ð�

たら間Ð�たで.yない」とÆり、.12 も「��、�本

人社会にも	��りwけÌも	とはkわな�なった。»

<�とりでÏ�すとか」とÆっている。�た、.13 は

「¹
Eれないものは¹
Eれない、»<は����!

��ないし、相�が¶っていることが�Àで
ないこと

も�る、それはh然のことだとkっている」とÆった。

これらはい�れも、�文?環境での²ÙをÔ�る中で、

»{1¬
けが「Vに合わ�る」から「内×を大7にす

る」yJ!m?していることを�している$y、社会¨

�較に�×したÕに、»<の»«を6�しつつ�る、

「�較�6��»{b容」とい	ÆÊ¨な;Aセ1を²

て、xËに»{をbけXれてい��Jも*jしている。 
�文?環境における»{1¬
けのm?に>�、「8

jのb容」�「xËな»{調整」とい	0×において

も、この「�較�6��»{b容」のÆÊはより×著に

表れている。4��、.16 は-?7�トをTめたh初、

�かないをた�さ�Ú�ることでHNから「そ�なにÚ

�るのß」とÝかれたが、そのよ	な他人Â��他者評

価に\して、�の中で「�Ú�るËが多い�ってい	の

は、»<にとってK�かしいこと��ないし、むし�»

然なことだとk�るよ	になった」とF
にbけ�めら

れるよ	になったとÆる。�た、.5 も<Î
ミにD>
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したh初は»<の�«がÑ&することをJれていたが、

次第に<からない��でもÂMしてもよいとk	よ	に

なった。.3 はg>大に¨ちた²ÙをÎ�て、»<のZ

<に合わ�て行?すれ�いいとい	®�yがm?し、

「»<のZ<に合わ�て行?すれ�いいとkっている。

そこから�×qはそこ�で大&ではない�とZ感するよ

	になった」とÃ�ている。�た、.4 は大学院Ç学の

Õに専aをm�たことで、研究室の他の学生と�なって

専Ö«¿の]をb�n¿し、h初はその���;に[�

でいたが、「それを追い½すのは��だとしても、»<

なりに#bしてい�しかない」と、他者との]をbけX

れつつ、»<なりの=<のyJ�を³出すよ	になっ

た。そして、.� も来�初�はHNの¦学生より�本Æ

º<がÂかに"っていることに�×したÕに、もっと�

本Æがで
るよ	にならなけれ�と»<に��な�fを

かけていたが、�間が²つにつれてそのよ	な»{�f

を�iし、¦Æを,ったり、Z�¨な�本Æだけを´�

れ�いいといった�Z¨な»{調整を行	よ	になっ

た。 
これらの²Ùはい�れも、「�較�6��»{b容」

とい	;Aセ1が�­に1いていることを�している。

とりわけ、この「社会¨�較」そのものも、h&者の»

«の中でm容し、6�してい�。��、「社会¨�較」

においてh&者がm定するD�\Àについて³ると、多

�の場合「規¯¨D�\À」（-unciman� 1�66� p.11）と

して\�られている。つ�り、そのD�\Àは&に�較

のR準を提-するだけで�り、i�しもその\Àと�`

�較したいとい	nOは¥いとい	ことで�る。そし

て、「社会¨�較」においてh&者が�たすi要の�る

R準そのものもm?している�がw
られる。すなわ

ち、「他人がZっているが»<にはない」から「他人が

Zっていても»<にないのは.yない」、�るいは「»

<もそれをlたい、lる�
だ」とい	�fから、「�

f�を&
て»<らしい�りyで�ってい�」とい	よ

	に、相\¨ 3感を生�さ�るr*»2がm?すると

®�られる。それによって、社会¨�較の�`¨な³�

としての相\¨ 3感が低&し、»{b容感がÜ�ると

い	�Àが³られるので�る。 
�た、このよ	な社会¨�較に\する主2¨な6�

の中で、「»<の成Ð」�「W­¨・Z�¨なÓs」と

いった、より「={¨」な�Jが×著になって
てい

る。4��、.� は»身の �ー?�$ー�の²Ùをw


、相�が»<よりもO1が%の場合、多Z�Lは�る

が、それでも「�るしかない」としてするよ	になった

とい	ことで�る。それは「人付
合い�学びの$Ê」

とbけ�めているとÃ�、成Ðの�会として前J
に\

�ている?$が	かが�る。�た、.7 は大学で 2�3c
にわたって�ª¨に行われるs�で多�の人の前で発表

がªいたことについて、「��、»<にとってはけっこ

	つらかった」とÃ�ているが、「大学生�を~n­に

したい」とか「?来にd てたい」とい	�Zちから、

「×qを:Aしてでも成Ðしたいとk	よ	になった」

とÆる。 
このよ	に、h初は»<が'=な状況に¬かれてい

ることに\して�L�±�を感�ていたが、$yで「�

るしかない」場×に�×しながら、�境を6�しなが

ら、それを»{成Ðの�としたり、»<の²Ùを~n­

にしよ	とする主2¨な?$がb�っている。 
さらに、来�前は他人の¨¨感´に合わ�てV³を

整�たり、Üいsで»<をÜっていたのに\し、�jの

.1�.10 のÆりからは、「»然とHNに合わ�て�にÜ

価な�=はしな�なった」とい	V³に\する価�µの

m?がÅ�Eれる。.1 も�た、来�前は1ることがh

然だったが、今では:り#を»然にbけXれるよ	にな

っており、相�との\等関係をÓ��Jも³られる。 
$yで、この��のÆりには、�<関係における×

qÔÂの�Jも³られる。4��、r^教員など目%の

%1者との関係において、\À者はし�し�その�;に

gい、Y¨な場でもRÔな行?をEる�Jが�った。�

た、中i人:2の��ー�、すなわち集5×qをn¿す

る場×も­»された。こ	した、»{と%1者、»{と

Y¨な場、»{と所属集5との間に成 する「�<関

係」は、j�中i人¦学生に�る�fのiÒを及
して

いる。 
しかしながら、筆者はこのよ	な�<関係&の×q

ÔÂ行?を「相\¨ 3感」で½�することにはÑしい

と®�る。な�なら、ここでのr^教員などの%1者、

�たはY¨�ª
�?ー?のÒVが�められるY¨場×

は、j�中i人¦学生が社会¨�較を行	nIでのD�

\Àではな�、むし�「評価者」、�るいは規¯を�定

する「®�者」として�ºするWjだからで�る。j�

中i人¦学生は、これらの�<関係に\してÚjするこ

とをÎ�て、>1�をÊけて»{= をVる合�¨な1

ト=��ーをとっていると¶�よ	。このよ	な行?

は、社会¨�較にR
�相\¨ 3感とい	よりも、�

\¨ 3をÊけるためとして1¬
けるほ	がÑ7かも

しれない。 
さらに、これらの�<関係においてÔ要となる「Ô

要他者」（×Ú1���� p.111）のWjもrwで
よ	。Ô

要他者は、&なる�較\Àではな�、評価をÎ�てh&
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者の= に�`¨なiÒを及
すWjで�り、j�中i

人¦学生はその評価と規¯にで
るだけ合わ�よ	とす

る�Jが³られる。したがって、このよ	な文£で³ら

れる×qÔÂの行?は、社会¨�較�相\¨ 3感とい

	t©�ではB<に½�で
�、むし��<関係の中の

Ô要他者から評価と規¯!のÚjをÎ�た>1�MÊ�

»{= U:の合�¨な策として�Àすることが:hで

�ると®�ている。 
/%のよ	に、来�中�から�jにかけてのj�中

i人¦学生においては、社会¨�較の�りyには大
な

m?が³られる。すなわち、「�較�6��»{b容」

とい	主2¨6�;Aセ1を²て、»{b容の�Jが×

著になっており、社会¨�較においてh&者がm定する

D�\Àも多�の場合「規¯¨D�\À」（-unciman� 
1�66� p.11）として\�られるよ	になった。すなわ

ち、そのD�\Àは&に�較のR準を提-するだけで�

り、その\Àと�`�較したいとい	nOは¥いとい	

ことで�る。�た、社会¨�較のR準そのものもh&者

の中でm?しており、その�`¨な³�として相\¨ 

3感も低&してい�。$yで、�<関係&で×qをÔÂ

するof�行?も�る�fªいているが、これらはi�

しも社会¨�較�相\¨ 3感によって生�るものでは

な�、むし�>1�MÊ�»{= のU:とい	合�¨

な?�にR
�と¶�よ	。 
3 つの��における相\¨ 3感のm?を整�する

と、来�前は「�較�相\¨ 3感�I調」、来�初�

は「�較�相\¨ 3感�文?¨��」、そして来�中

�/Îは「�較�6��»{b容」とい	;Aセ1![

�している。Xµ¨に³ると、D�\Àそのもの、すな

わち、H��にj�中i人¦学生が�×する他者、は大


�m?していない。つ�り、内集5の他者で�れV集

5の他者で�れ、社会¨�較のD�\Àの¯Nは$定し

ている。しかし、m?したのは、j�中i人¦学生»身

がD�\Àに(�る主2¨なnI
け�、社会¨�較に

\するbけ�めyで�る。42¨には、第 2¤でもÃ�

た-unciman（1�66� p.10）の相\¨ 3感成 の 4r*
（+かをZっていない、他者がZっていると»¿、»<

もlたいと�f、その�fがZ�Eºと®�る）に(し

て³ると、来�中�から�jにかけては、「他人がZっ

ていても»<にないのは.yない」、「�f�を&
て»

<らしい�りyで�る」といった*jにm容している。

すなわち、社会¨�較そのもの!のnO�、�較jの»

<の*j�/�	 を主2¨に6�するyJに�行して

いることが�Oで�ると¶�よ	。 
 


 本研究の成�Ü文?m容をÎ�て³出された「¯

×」論!のiたな�Lとj�中i人¦学生の「×

q」の�»� 
 
本研究は、文?m容研究のt©�（Berry� 1��2� p.�1）

に ®し、「×q」を中��mとしてf�ながら、j�

中i人¦学生の文?m容;Aセ1における�Ô¨m容;

Aセ1の中で起こる42¨な出来&を�がかりとして、

「×q」がいかにして[構´されてい�のかを<�して


た。�た、­（1�44）らの×q�論をR�とし、それ

を発[さ�た©（1��5� 2010）の「¯×」�論を<�Â

±として^Xし、j�中i人¦学生の文?m容;Aセ1

において「¯×」構Åがどのよ	にm遷したのか、さら

に相\¨ 3感のÂ�から「×q」[構´の�/�	 

を®[して
た。次に、本研究の成�を 3�Ã�る。 
1�目としては、文?m容をÎ�て「¯×」論にiた

な�Lを提-した�で�る。©（1��5）は、­（1�44）
らの$2?された「¯×」�mを³�し、�Y文?と�

Z文?の���;から「¯」と「×q」の<¸が生�、

「×q」がよりÔÂされるよ	になったとrwしている

（©� 1��5� pp.221	224）。�た、「¯×」はIÂ�から�

Â�!とm?し、「¯」と「×q」の~�を¶に、�教

の�m8、�ZÔÂs、¾�PJs、= 追�sとい	

4 つの人�ÛPが�れるとしている（©� 2010� p.102）。 
もっとも、©（1��5� 2010）の<�は中²文?のt©

�で「¯×」の�Â�にª目し、その<Øが中i社会に

おける人���;として�れる�を論�たもので�る。

それに�なり、本研究が扱って
た「¯×」構Åのm遷

は、集5ではな�/人にª目し、中i社会の出身をZつ

/人が、�文?環境に�行して文?m容を²Ùするとい

	文£において、その/人のn¿�行?、さらにそれら

をg�る��¨�/�	 がどのよ	にm?するのかを

�らかにしよ	とするもので�る。�W�論をR¢とし

つつ、�文?文£における「×q」[構´とい	Â�か

らiたな�Lを提�した�が、本研究の.>�ナ>��

で�る。 
42¨には、本研究は来�前、来�初�、来�中�

��jとい	 3 つの��において、「¯×」構Åのm遷

を�らかにした。すなわち、^に$»を�めるI調P

「¯×」構Åから、$»を�め�るを�ない�文?文£

&での»{U:P「¯×」構Å、そして$»を�められ

�主2�を発\する» P「¯×」構Å!と�行してい

�Ï�を発³した�で�る。O 7 に�しているÎりで�

る。これは、前の9行研究が主に中�間の×qµのÐい

だけ（t¤Ú1��3� 1���）といったn~¨�較にª目し
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て
たのに\し、第$に「¯×」構Åとい	Â�から

「×q」の*j�/�	 をq�した�、第,に$つの

集5（j�中i人¦学生）を\Àに、eら!の¤~¨�

B�:"ー調査をÎ�てH��における×qn¿�その

行?を多×¨に�らかにし、より42¨な«³を提�し

た�にも.>�ナ>��が�ると¶�る。

 
� � ��の�����	�"*��(の�)+ 者��,

2�目としては、「×q」とい	ものをÎ�て、j�

中i人¦学生の文?m容;Aセ1がいかにÁÓ¨で�る

かを�らかにした�で�る。42¨には、どの�Ôにお

いても、j�中i人¦学生は»{の出身文?と�文?、

そして»{と�文?における他者との関係とい	,Ôの

調整¾Öに�×している。9行研究で§-したBerry
（1��7）の文?m容ofの 4ÛP、すなわち�合・<

Ø・I?・HÌ?に関しても、本研究の�B�:"ー調

査からは、H�Ôにおいてこれら 4 つのofが&�で�

れるのではな�、むし�Á合¨にWjしていることが	

かが�た。 
�た、本研究では、�に来�中�から�jにかけ

て、多�のj�中i人¦学生が「Vi人で�る»<」を

より�|¨にbけXれ、�りの��の»<をb容し、�

文?社会における他者の文?¨�fに合わ�ることな�

»<らしさをPJする�Jが³られた。これは、��¨

な0×における「»{b容P」の文?m容ofとK�こ

とがで
よ	。このよ	な「»{b容P」の文?m容o

fは、­かにj�中i人¦学生の「Ñj」、�に「��

¨Ñj」�「社会文?¨Ñj」（Berry� 2005� p.70�）の[

Çに=(している。しかし、このÑjはi�しもI?�

�合といった文?m容1ト=��ーによってもたらされ

たものではな�、むし��文?における他者の文?¨�

fに��に合わ�ることを�め、»<の内×を大7にす

るとい	�で、Ê<¨には「<Ø」¨な文?m容ofと

も¶�る。このよ	な�JはBerry（1��7）の論�と�

れをZつÊ<で�り、�た、主流社会がb容¨なofを

�すかど	か/%に、「»<»身をどのよ	にbけXれ

ているか」とい	»{b容のofが、/人の「文?m

容」�その³�としての「Ñj」にとってÔ要なd:を

�たしている�もrwで
よ	。 
このことから、J%・�«（1��7）が主Lした「�

合」1ト=��ーが��¨�Rに}も~=で�るとい	

³Àについては、[検討がi要で�ると®�られる。む

し�、本研究の³�からは、�文?環境におけるª«�

YWの²Ùを²て、それをR¢として»{を[構´した

人ほど、より�い@"?で�文?環境にÑjで
るEº

�がÜいとい	�を�Lしている。つ�り、&なる�合

�I?といった1ト=��ー/%に、「»{b容」とい

った/人の��¨Ñj、がよりÔ要なd:を�たしてい

るEº�を�Lしている。 
3�目としては、他の人
とは�なる「¦学生」とい

	集5、�に本研究の\Àで�る「j�中i人¦学生」

における「×q」がいかなるものか、その�»�をy究

した�で�る。本研究における�B�:"ー�ー�から

は、学Ê生�6T、)Tといった学c�、1c@から 13
cにわたるyj�間の_eさにもかかわら�、多�の\

À者が「他者評価」中�から「»{b容」中�!の�Ô

¨なm容を²ÙしていることがÆられている。この�に

ついて筆者は、j�中i人¦学生が来�jにºる;Aセ

1は、i�しも:員がI$の���JをZっているわけ

ではないものの、多�の¦学生がX:にI�ではないが

Û�した�Ô¨m?を3Îして²Ùしていると®�る。

つ�り、/
の内¨要1が�なるとはい�、こ	した3

ÎするV¨要1が、�る�f内¨要1にiÒを及
して

いるので�る。したがって、「¦学cx」�「学c」だ

けが×qn¿のm容を�定するわけではな�、¦学生

/
人が²Ùする42¨な出来&�その�に¬かれた状

来⽇前 来⽇初期 来⽇中期〜現在
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況がÁ合¨にiÒしていることが�Lされた。 
本研究では~¥Åiにおける中i人¦学生の状況に

ついては扱っていないが、�に~¥を�較\Àとした場

合、�本社会は~¥に��て×著な人©]別がZないと

¶�よ	。すなわち、~¥では-�-人に\する×著な

]別�tV¨なofが^にrwされる$yで、�本では

中i人¦学生にとって�較¨に��かなbけXれ環境が

Wjしている。しかし、そのよ	な��かなbけXれ環

境においても、目に³�に�いcの]別�tV¨なo

f、すなわち「Ïれた]別」がWjしているのも&Zで

�る。このよ	な~/だがÏれた]別が�る環境は、j

�中i人¦学生に\して、初��Ôでは�|¨に�本社

会の文?¨�fにj�よ	とする
���!なnOを生

�さ�る。しかし、その$yで、�間が²つとともに»

<は本hにこの文?¨�fにX:にÑjす�
なのかと

い	内¤が�され、中��j�には「Vi人で�る»

<」とい	-��B����をbけXれ、»{b容¨な

of!m?してい��Jが³られる。 
そして、j�中i人¦学生は他iからの¦学生と�

�て人xが多�（%A..*� 2025）、�本においても�較¨

に容kにIi出身の)人を3ることがで
、g�も多い

よ	な*Àから、ÑjがÇ��すいとい	*ÀをZたれ

�すい。しかし、本研究のh&者の²Ùからは、むし�

中i人¦学生ITの間で社会¨�較がb?される�Jが

³られる。�に来�初�においては、Ñj状況がより¼

いIi¦学生との�較によって、相\¨ 3感がより×

著に生��すいとい	0×が�らかになった。 
>�て、~¥の/人主­¨文?と�較すると、中i

��本には集5主­�\人調/PJといった文?¨3Î

�がWjする（(arCus � &itayama� 1��1� pp.225	22�）。
本研究のh&者の²Ùからも、j�中i人¦学生が来�

前は「I調P」¯×構Å、来�初�には「»{U:P」

¯×構Åを�していることが­»で
ており、い�れも

集5主­�調/PJをÔÂする�Jが*jされていると

¶�よ	。このよ	な文?coにおける3Î�は、j�

中i人¦学生が文?m容の初��Ôにおいて�O文?!

のÑjnoをÜめる要1となる。$yで、3Î�からV

れる文?¨]�のWjは、�O文?がj�中i人¦学生

に\してi�しもB<な@容�を�さない要1にもなり

lる。こ	した��の中で、j�中i人¦学生はª«�

YWを²Ùし、その³�として»{調整をÓsする�J

が³られる。 
$yで、来�中�/Îのj�中i人¦学生は、こ	

した集5主­�調/PJをÔÂする�Jから�る�fØ

れ、「»{b容」をÔÂする¯×µに� トしている。

たと��<関係&において%1者との関係調/をÔÂす

る場×が�っても、»{b容を�9する�Jが³られ

た。このよ	な¯×µは、/人主­�集5主­といった

g来のt©�を¼�て、文?価�µとい	より大
なt

©�の中で主2¨な»{&�!�?を�していると¶�

よ	。こ	した¯×µは、�さにj�中i人¦学生の文

?m容;Aセ1における¯×µの�»�として1¬
け

られるで��	。 
今jの¾Öとしては、���B;?xをS�すこと

�、Ë¨調査を©�合わ�ることで研究の5Õ�をÜめ

るi要が�る。次に、本研究では¦学生の来�前と来�

jの状況について調査を行ったが、今jはIi��本で

のG する、�るいは第三i!の�?といった場合にお

ける文?m容;Aセ1�「×q」n¿のm?について

も、研究¾Öとして検討する価�が�ると®�る。 
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